192 kbps 


90.0 MHz 
Q 不均衡型 


痛 \7ictor 


マイクロコンポーネントシステム 


型 

名 


UX-SH5-B 

UX-SH5-P 

UX-SH5-S 

UX-SH5-W 


取扱説明書 

too 

DIGITAL AUDIO 

MP3/WMA 


USBDiii^ 

Music Recording n / 


Made for 


圓 iPod Q iPhone 


お買い上げいただきありがとうございます 

Ac 使用の前に 

この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に別紙の「安全上のご注意」は、必ずお読みいただき安全にお使いください。 
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。 


ユーザー 登録 

のおすすめ 


お買い上げいただきました製品について「ユーザー登録」をお願いいたし 
ます。ご登録いただきますと製品のサボート情報、ビクターの製品情報や 
イベント情報の提供サービスなどをご利用いただけます。また、今後のよ 
りよい製品開発のためのアンケートにもご協力をお願いいたします。 

•下記アドレスのホームページより、ご登録ください。 
http://www. victor, co.jp/reg/ 


〇付属品の確認 

お使いになる前にお確かめください。 

• リモコン RM - SUXSH 5 -W 
(1 個） 

• リチウム電池 CR 2025 
(1 個） 

(出荷時にリモコンの中に 
入つています） 





FM 簡易型アンテナ （1 本） 


©2010 Victor Company of Japan, Limited 


本書では、主に リモコンのボタンを使つ 

て 操作説明をしています。 

本体にも同じマークのボタンがある場 
合には、本体のボタンもお使いいただけ 
ます。 

本書の説明で 「 iPod 」 と表記していると 
きは、 iPhone と iPod touch を含めます 0 
iPhone と iPod touch を指すときは、 
「 iPhone」「iPod touch 」 と表言己します 0 
本書では MP 3 / WMA の説明をする場 
合、「ファイル」と「曲」は同じ意味で使つ 
ています。 

LVT2170-001C 
0610 YAMMDWDAT 


本機を設置するとぎは 

本機の通風孔をふさがないでください。通風孔 
をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因とな 
ることがあります。特に次のことに注意してく 
ださい。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない 
• 本箱、押入れなど風通しの悪い狭い所に押し込 
まない 

• テーブルクロス、新聞、カーテンなどで通風孔 
をふさがない 
• 本や雑誌などをのせない 
• じゅうたんや布団の上に置かない 


主な仕様 


本体 ( CA - UXSH 5- B /- P /- S /- W ) 


AC 100 V (50 Hz /60 Hz 共用） 
16 W (電源入時） 
1.00 W 以下(電源待機時） 
幅165 mm x 高さ250 mm x 
奥行き226 mm 
約 2.3 kg 


共通 

• 電源電圧 
• 消費電力 

•寸法 

•質量 

音声出力 

•アナ□グ出力端子 
スピーカー 

実用最大出力 20 W + 20 W 

(JEITA THD 10%/6 0)* 
適合インピーダンス 6 Q 〜16 Q 

PHONES (03.5 mm ステレオミニ） 

16 Q 〜1 kn 


音声入力 

• 入力端子 
AUDIO IN 
NORMAL 
HIGH 
iPod 
USB 
仕様 

対応機器 
ファイルシステム 
USB 出力電源 


500 mV /47 kQ 
250 mV /47 kQ 
DC 5 Vrrz 500 mA 

US 巳 2 .◦フルスピード規格対応 
USB マスストレージクラス機器 
FAT 16、 FAT 32 
DC 5 Vrrz 500 mA 


本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更す 
ることがあります。 

* は JEITA (電子情報技術産業協会)の測定法に基づく 
数値です。 


寸法 


バスレフ型 
1 cm x 1 
20 W 
6 Q 

幅14〇 mm x 高さ250 mm x 






15cm 


スピーカー 


正面 15 cm 

15 cm 1 cm 


スピーカー 


側面 




r \ 




ひ 




本体 


15 cm 


15cm 


本体 


チューナー 

• FM チューナー 
受信周波数 
アンテナ 


76.0 MHz - 


75 


再生可能なファイル 

• CD プレーヤー部 

• US 巳部 

•再生可能ビットレート 

MP 3/ WMA : 64 kbps 


音楽 CD / I \ 
1\ 


スピーカ ー ( SP - UXSH 5- B /- P /- S /- W ) 

• スピーカー フルレンジ 

•スピーカーユニット 1 

• 許容入力 
• インピーダンス 


ディスク/ファイル/ iPod について 故障かな？と思ったら 


お手入れについて 


快適にお使いいただくために、常にディスクや本機を清 
潔に保ってください。 

ディスクの取り扱い 


出すとぎ 



• ディスクをケースから出すときは、中央の穴を軽く押 
しながら、ディスクの端を持ってください。 

• ディスクの光沢面を触ったり、折り曲げたりしないで 
ください。 

• 使用後はケースに戻してください。 

• ケースに入れるときに、ディスクの表面を傷つけない 
ように気をつけてください。 

• 直射日光や高温多湿をさけてください。 

ディスクの掃除 

柔らかい布で、内側から外側へまつすぐふきとってくだ 
さい0 




‘本機では 「バケッ トライト方式」でフォー マッ トされ 
たディスクは再生できません。 

■ 本機はディスク1枚または USB 機器1台あたり、99グ 
ループと999曲まで認識できます。 

‘ MP 3/ WMA ファイルについて 
-本機では拡張子がく. mp 3> またはく wma > の 
MP 3/ WMA ファイルが再生できます。 

-録音状態や記録方法によっては再生できない MP 3/ 
WMA ファイルもあります。 

- MP 3/ WMA ファイルはサンプリング周波数 
44.1 kHz と、転送レート128 kbps のビットレー 
卜で作成することをおすすめします。 

-本機ではタグ情報 ( version 1 ) を表示できます(ただ 
し半角英数字のみ)。 

iPod について 


必ず内側から外側へ 連続したキズは音飛びの 

原因となります。 

本体の掃除 

•ノ v° ネルの操作面が汚れたら柔らかい布でからぶきし 
てください。汚れがひどいときは、水で布をしめらす 
か、中性洗剤を少し布につけてふき、あとからからぶ 
きをしてください。 

• キャビネットが変質したり、塗料がはげることがあり 
ますので、シンナーやベンジンなどの溶剤は使わない 
でください。また、殺虫剤など揮発性のものをかけた 
り、ゴムやビニール製品などを長時間接触させたまま 
にしないでください。 

ディスク/ファイルのご注意 

• 本機で再生できるディスク/ファイルは以下のとおり 
です。 

-音楽 CD (「 C 0 MPACT disc 」 の□ゴのあるディスク） 
-音楽 CD ( CD - DA ) フォーマットの CD - R / CD-RW 
- CD - R / CD-RW (フォ_マツ トは ISO 9660 Level 1 
または Level 2) の MP 3/ WMA ファイル 
- USB 機器(最大転送速度は2 Mbps ) の MP 3 /WMA 
ファイル 


Made for (対応 iPod ) 

音楽 

ビデオ 

iPod nano (第5世代） 

〇 

〇 

iPod nano (第4世代） 

〇 

〇 

iPod nano (第3世代） 

〇 

〇 

iPod nano (第2世代） 

〇 

— 

iPod nano 

〇 

— 

iPod touch (第 3 世代） 

〇 

〇 

iPod touch (第 2 世代） 

〇 

〇 

iPod touch 

〇 

〇 

iPod (第 4 世代） 

〇 

— 

iPod classic 

〇 

〇 

iPod photo (第 4 世代） 

〇 

〇* 

iPod video (第 5 世代） 

〇 

〇 

iPod mini (第 2 世代） 

〇 

— 

iPod mini 

〇 

— 

iPhone 4 

〇 

〇 

iPhone 3 GS 

〇 

〇 

iPhone 3 G 

〇 

〇 


c 静止画のみ 

' iPod が正しく再生されないときは、 iPod の最新版ソ 
フトウェアをダウン□ー ドし、アップデートしてくだ 
さい。 

- iPod について詳しくは、アツプル社のウェブサイト 
をご覧く ださし、く http :// www . apple . com / jp /> 


ビクターホームぺージ ( http :// www . victor . co . jp /) から最新の製品 Q & A 情報をご覧いただけます。 
修理を依頼する前に、下記の項目をチェックしてみてください。 


共通 

電源が入らない。 

■►電源コードの接続を確認してください。 

設定の途中で操作が取り消されてしまう。 

4操作には時間制限があるものがあります。もう一度 
操作し直してください。 

リモコンから本体を操作できない。 

-► リモコンと本体のリモコン受光部との間を遮らない 
ようにしてください。 

■►新しい電池に交換してください。 

スピーカーからが音が出ない。 

4スピ_力_コ _ ドを正しく接続してください。 

■►へツドホンのプラグを抜いてください。 

FM ラジオの操作 
雑音が多く放送が聞きづらい。 

■►アンテナを正しく接続してください。 

■►アンテナを調整し直すか、本機の設置場所を変えて 
ください。 

-► 本機の電源を切り、入れ直してください。 

iPod の操作 

表示窓に 「 CONNECT 」 と表示されているのに iPod が 
再生できない。 

-►iPod を充電してください。 

表示窓に 「PLEASE IPOD CHECK 」 と表示される。 

蛑 iPod の接続を確認してください。 

ディスク/ US 巳機器の操作 
ディスクや USB 機器の再生が始まらない。 

-► ディスクの文字のある面を上にして入れてください。 
蛑「バケツトライト (UDF 形式)」で録音されたディスク 
は再生できません。 

-►USB 機器を正しく接続してください。 

表示窓に「 N 0 FILE 」 と表示される。 

蛑ディスクまたは USB 機器に MP 3 /WMA ファイルが 
録音されていません。 

パソコンを使って記録した MP 3/ WMA のグループや 
トラツクが意図した順番で再生できない。 

-► 再生順はグループやトラツクを録音した書き込みソ 
フトで決まります。 


ディスクや USB 機器からの音声が途切れる。 

4汚れや傷のあるディスクは、清掃するか交換してく 
ださい。 

-► 本機の電源を切り、 USB 機器を接続し直してくだ 
さい。 

蛑正しく書き込まれた MP 3/ WMA フアイルを再生し 
てください。 

ディスクトレイの開閉ができない。 

■►チャイルドロックを解除してください。 （2 ぺージの 
「ディスク/ USB 機器」をご覧ください。） 

タイマーの操作 
デイリータイマーが作動しない。 

電源コードを抜いたり、停電で電源が切れて、時計の 
設定がお買い上げ時の設定に戻る場合があります。 
時計を設定し直してから（「お使いになる前に」をご 
覧ください)、もう一度デイリータイマーを設定して 
<ださい（「タイマー」をご覧ください)。 

録音の操作 

USB 機器に録音できない。 

-► USB 機器の空き容量がありません。 

-► USB 機器の書き込み禁止を解除してください。 
■►すでに最大ファイル数 (999) または最大フォルダ数 
(99) 録音されています。不要なファイルを削除して 
ください。 


上記の処置をしても正しく動作しないときは 

本機はマイコンの働きで、多くの動作を行なってい 
ます。万一、どのボタンを押しても正しく動作しない 
ときは、一度電源プラグをコンセントから抜き、しば 
らく待ってからつなぎ直してください。 


A A 
M M 

w w 

3 / 3 / 

p p 


〇リモコンの準備 

ご注意： 

• 付属の電池は動作確認用です。早めに新しい電池と 
交換してください。 

• 電池は、「安全上のご注意」(別紙)をお読みの上、正し 
くお取り扱いください。 

•操作範囲が狭くなったり、本体に近づけないと操作 
できなくなったときは、新しい電池と交換してくだ 
さい。 

• 落としたりぶつけたりなど、リモコンに強い衝撃を 
与えないでください。 

•使用済みの電池は、絶縁テープなどを張って絶縁し、 
「所在自治体の指示」に従って廃棄してください。 


• Microsoft、Windows Media は 、 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

• “Made for iPod” ， “Made for iPhone ” とは、それぞれ iPocUPhone 専用に接続するよう設計され、アップ 
ルが定める性能基準を満たしているとデべ□ッパーによって認定された電子アクセサリーであることを示し 
ます。アップルは、本製品の機能および安全および規格への適合について一切の責任を負いません。このアク 
セサリーを iPod 、 iPhone で使用すると、無線性能に影響することがありますので、ご注意ください。 

• iPhone , iPod , iPod classic , iPod nano , iPod touch は米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商 
標です。 

• "Made for iPod " and "Made for iPhone " mean that an electronic accessory has been designed 
to connect specifically to iPod or iPhone , respectively , and has been certified by the 
developer to meet Apple performance standards . Apple is not responsible for the operation of 
this device or its compliance with safety and regulatory standards . Please note that the use 
of this accessory with iPod or iPhone may affect wireless performance . 

• iPhone , iPod , iPod classic , iPod nano , and iPod touch are trademarks of Apple Inc ., registered 
in the U . S . and other countries . 


初めてリモコンを使用するときには、リモコンの 
絶縁シートを引き抜いてください。 


電池の交換方法： IJ チウ厶電池 



リモコン(背面) 


接続する 


すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 


ご注意： 

• 両方のスピーカーが正しく、しっかりと接続されてい 
ることを確認してください。 

• スピーカ _ コ _ ドを接続する場合は、+と一を間違え 
ないようにしてください。 

• 1つのスピーカー端子に複数のスピーカーを接続し 
ないで < ださい。 

• スピーカーコードの導線部分を本体の金属部分に接 
触させないでください。 

• アンテナの導線部分が他の端子やケーブルに触れな 
いようにご注意ください。また、アンテナを他のケー 
ブルから離してください。受信の妨げになることがあ 
ります。 

• 本機のスピーカーは防磁設計になっておりません。テ 
レビの近くに設置するときは、テレビに色ムラが生じ 
ない位置まで離してください。 


電源を入れたまま電源プラグを 
コンセントから抜かないでくだ 
さい。記憶した設定値が消去さ 
れる場合があります。 



電源プラグをコンセントへ接続する 

すべての接続が終わつたら電源ブラグを 
コンセントへ接続します。 


FM 簡易型アンテナ(付属品)を接続する 

最も受信状態の良い位置と方向に 
伸ばしてください。 


テレビを接続する 

本機の VIDEO OUT 端子とテレビをビデ 
オコード VX -12 G (別売り）などで接続す 
ると、本機に接続した iPod の映像を見るこ 
とができます。 



ビデオコード 
(別売り） 


ビデオ入力端子 
へつなぐ 


〇マンションなどの壁の共聴アンテナ端子または FM 
屋外アンテナを使うとき 

_,、、 共聴 

-□-⑦ 

同軸ケーブル ^ 

3C-2V (市販品） jFM 屋外 
アンテナコネクター アンテァ 

(市販品:300 Q/75 Q 対応） （市販品） 

電波状況が良くないときは、フィ_ダ_アンテナ 
CN -51 1巳(別売り：300 Q 対応)をご利用いただくと改 
善される場合があります。 

この場合もアンテナコネクター(市販品)が必要です。 

• 付属品以外のアンテナを接続する際の詳細について 
は、アンテナおよびアンテナコネクターの取扱説明書 
を参照してください。 

• アンテナの設置場所を決めるときは、実際の放送を聞 
きながら行なってください。 



ご注意： 

ケーブルテレビ会社と契約しているマンションの共聴 
アンテナ端子に本機の FM 端子を接続している場合は、 
FM 放送局の周波数が通常と異なることがあります。詳 
綱よ、ご契約のケーブルテレビ会社へお問い合わせくだ 
さい0 


時計/音/表示窓の設定 


お使いになる前に 

デモ表示を解除する 

電源プラグをコンセントに差し込み、電源を入れ 
たまま2分間操作をしないと、デモ表示が始まり 
ます。デモ表示を解除するには、以下の操作を行 
なってください。 

(本体のボタンで操作します） 

DIMMER 

() を押しつづける 



時計を設定する 


時計/ 

タィマー 




TIMER-1TIMER-2 -^TIMER-3 

个 \ 

設定終了 ^- CLOCK ADJUST 


「 CLOCK 」 と 「 ADJUST 」 が交互に表示されま 
す0 



3 時計を設定する 

• 操作の途中で間違いを修正するには、[キャン 
セル]を押します。前の手順に戻ることができ 
ます。 


• 時計を設定しないと、時刻は表示されません。 

• 本機の時計は月に1、2分程度のズレが生じる場 
合があります。定期的に時刻を合わせ直すこと 
をおすすめします。 


〇表示窓の設定 
表示窓の明るさを変える 

表示窓やランプの明るさを変えることができます。 



DIMMER 1 DIMMER 2 



DIM OFF 



表示窓の情報を変える 

例:音楽 CD を聞いているとき 


CD r , f 

; ........... ぺ ..... n 

U U i 

L.i L." U i..J 


再生経過時間時刻 

ソース ( 音源 ) によって、表示される情報は異なり 
ます。 


〇音を調節する 
一時的に消音する 

消音 

〇 

• もう一度押すか、音量を調節すると、元の音量に 
戻ります。 


音を際立たせる（サウンドターボ) 


サウンドターポ 

〇 


TURBO ON 
>TUR 巳00 FF 


重低音を強める 

スーパーバス : 

〇 U-BC 


r^HBS ON 
>HBS OFF 


低音 ( BASS ) と高音 ( TREB ) を調節する 

' サ巳 ASS 
^-し TRE 巳 


〇 


2 レベルを調節する 

• 調節範囲は-4から+4です。 


I & 


〇タイマー 
おやすみタイマーを使う 

オートスタンパィ ' 

( スリ -^) r i r r n i n 

i i ； | j ! SLEEP 

SLEEP 104 SLEEP 20—SLEEP 304… 
^ - SLEEP0FF -^SLEEP180 ^ —— I 

• 単位は分です。 

• 残り時間を確認するには、[スリーブ!を 1 回押します。 

デイリータイマーを使う 

デイリータイマーを使うと、お好みの音楽で目覚める 
ことができます。 

•あらかじめ時計を設定しておいてください （ 「お使 
いになる前に」をご覧ください)。 

• 最大3件まで登録できます。 

• デイリータイマーを設定する前に、あらかじめ再生 
したいソース(音源)を準備してください。 

7 設定したいデイリータイマーの番号を選ぶ 



TIMER- 1 TIMER-2 -^TIMER-3 

个 \ 

設定終了 ^- CLOCK ADJUST 

2 

3 タイマーの内容を設定する 

-タイマーの開始時刻と終了時刻 
-再生するソース(音源） 

-「TUNER FM 」 を選んだとき:プリセツト番号 
を選ぶ。（プリセツトについては2ページの 「FM 
放送」をご覧ください） 

- 「 DISC 」 または 「 USB 」 を選んだとき:曲番号を 
選ぶ。 （ MP 3/ WMA ファイルのときは、グルー 
フ番号を選び、 曲番号を選ぶ） 

-音量 


n Ti 

•j r c. : 

Ji 门丄し 

i i i i 


• 操作の途中で間違いを修正するには、[キャンセ 
ル]を押します。前の手順に戻ることができます。 


4設定を終了する 

時計/ 

タイマー 

(〇をくり返し押す 
5電源を切る 

( M ) 

STANDBY ランプが点滅します。 

• 電源を切っているときは、©表示は点灯しません。 
• デイリータイマーは電源が切れているときのみ 
動作します。 


デイリータイマーを解除する 

7 解除したいデイリータイマーの番号を選ぶ 


時計/ 

タイマー 



2デイリータイマーを解除する 

メニュー/キャンセル 

〇 

選んだデイリータイマーの番号が消灯します。 
• デイリータイマーの内容は記憶されます。 

3 設定を終了する 

時計/ 

タィマー 

0をくり返し押す 

©表示が消灯します。 


自動的に電源を切る（オートスタンバイ） 

ソース(音源)が 「 CD 」「 USB 」 または 「 iPod 」 のとき、 
本機の電源を自動的に切ることができます。 


オートスタンパイ 

@-めを押しつづける 



A.STBY SET A.STBY CANCEL 

「 A . STBY 」 と「 SET 」 が交互に表示されます。 

• 再生が終わると A.STBY 表示が点滅します。3分間 
停止状態がつづくと、電源が切れます。 

• おやすみタイマーを使っているときは、オートスタ 
ンバイを使うことはできません。 

• 本機の才一トスタンバイ機能は 、 iPod mini (第1お 
よび第2世代 )、 iPod photo (第4世代)、 iPod (第4 
世代)には対応していません。 

































































































































































































































































































• 曲を削除する前に、 USB 機器を USB MEMORY 端 
子に接続してください。 

•途中で削除をやめるには、[キャンセル]を押します。 

7 還)卜® 

2削除するグループ/曲を選ぶ 

— グループを削除するとき：グループを選ぶ 

-1曲だけ削除するとき:曲番号を選ぶ 

< 8 ^ 

-全曲削除するとき:手順3に進む 


4 消しかたを選ぶ 

<3 

-グループを削除するとき ： 「GRP DEL 」 を選ぶ 
-1曲だけ削除するとき ： 「TTL DEL 」 を選ぶ 
-全曲削除するとき *: 「DEL ALL 」 を選ぶ 
* USB 機器に入っている MP 3/ WMA ファイル 
以外のデータもすベて削除されます 
5 「DEL YES 」 を選ぶ 


• 削除をやめるときは 、 「DEL N 0」を選びます。 

6 ④ 



ディスク/ 
USB 機器 



ラベル面 


USB 機器 


接続の前に 


■ USB 機器を接続したりはずしたりするときは、本機の電源を 
切ってください。電源が入っていると、本機や U S B 機器の故障 
の原因となります。 

_ USB 機器をはずすときは、音量を最小にしてください。 

■ USB 八ブは使用しないでください。 

■ ソース(音源)が 「 USB 」 になっているときは、 US 巳機器が充電 
されます。 

■ USB 機器の再生について 

-収録されているファイルが多いほど、本機の読み込み時間が 
長くかかります。 

-2 ギガバイト以上のファイルは再生できません。 

- USB 機器のなかには、本機で再生できないものがあります。 
また、本機は DRM(Digital Rights Management ) には対 
応していません。そのため、パソコンでインターネットから 
ダウン□ー ド購入したファイル(著作権保護されたフアイ 
ル)などは再生できません。 


2再生する 

►/II 


►^|i 

〔 USB ) 


ディスクトレイを開< 

本体の [▲] を押す 

ディスクを再生、または一時停止させる 

[ CDKH ] を押す 

USB 機器を再生、または一時停止させる 

[ USBhii ] を押す 
曲を選ぶ 

[►►1]または D «] を押す 
早送りする 

[►►] を押しつづける 
早戻しする 

[◄ベ]を押しつづける 
グループを選ぶ 

[ UP ] または [ DOWN ] を押す 
停止する 
[■] を押す 

ディスクの取り出しをロックする一 

チャイルドロック 

ディスクを取り出せないように設定できます。小さなお 
子様のいたずら防止などに便利です。 


電源が切れているときに 

(本体のボタンで操作します） 

■ ± 

I ) を押しながら ( ノを押す 


リビート再生する 

◦ ピート） 


REPTRK 

1 

現在の曲をくり返す 

REP GRP 


現在のグループをくり返す 
( MP 3 /WMA のみ） 

REP ALL 

ALL 

すべての曲をくり返す 

REP OFF 

表爪なし 

リピート再生を解除する 


ランダム再生する 

^ (ランダム） 


RND GRP 

RND 

現在のグループの曲をラン 
ダム(無作為)な順で再生す 
る （ MP 3/ WMA のみ） 

RND ALL 

RND ALL 

すべての曲をランダム(無 
作為)な順で再生する 

RND OFF 

表爪なし 

ランダム再生を解除する 


f CD ) 汰には ( USB 、 


LOCKED 


►UNLOCKED 


プログラム再生する 

再生が停止中に 

ブ□グラム） 


2曲番号を選ぶ 

• 32曲まで登録できます。 





'最後に選んだ曲を消去するには、[キャンセル]を 
押します。 


1 または 


• プ□グラム内容を確認するには、 [!◄◄] または [►►!] 
を押します。 

• プ□グラム内容を消去するには、[キャンセル]を押 
し続けます。 PRGM 表示が消灯します。 

• プ□グラム再生を解除するには、[国]を押します。 
PRGM 表示が消灯します。 

-プ□グラムの内容は記憶されます。 

リジューム再生する 

再生を中断した位置を記憶させることができます。 
次に再生したときに、中断した位置から再生が始まり 
ます。 

リジュー厶 


O RESUME 


ヤ RESUME 


►キャンセル(表示なし） 


[■] を2回押す（またはディスクトレイを開けるか 
US 巳機器をはずす）と、次に再生したときは1曲目か 
ら再生が始まります。 

プログラム再生中は、リジューム再生はできません。 


音楽 CD から USB 機器へ録音する 

録音する 

• 録音中、本機の音量•音質を変えても録音される音 
声には影響ありません。 

• 録音時、ディスクのリピート再生やランダム再生は 
できません（自動的にキャンセルされます)。 

• ファイル形式は MP 3( ビットレート:128 kbps ) で 
録音されます。 

• 等倍速で録音されます。 

• 録音する前に、 USB 機器を USB MEMORY 端子に 
接続してください。 

• 録音すると USB 機器に 「 MUSIC 」 というフォルダ 
と、その中に 「 AUDI 〇〇1」という名前のグループが 
自動的に作成されます。 

• 再生が終わると、録音も自動的に止まります。 

• 録音を途中でやめるには、 [■] を押します。停止した 
ところまで録音されます。 

ご注意： 

• 録音中に本機を揺らさないでください。録音が正常 
に行なわれない可能性があります。 

• MP 3/ WMA ファイルが記録された CD - R / CD-RW 
から、 USB 機器へ録音することはできません。 

SCMS (Serial Copy Management System ) 

CD のクリアな音を他のデジタル機器 ( USB 機器など） 

にデジタノレ録音した場合、一度録音した機器から他の 
機器に再びデジタ j レ信号のままコピーすることはで 
きないようになっています。つまり、「コピーのコピー」 

を作ることはできません。この決まりを SCMS (シリ 
アル•コピ_ • マネージメントシステム）といいます。 
SCMS とは、著作権保護のため、デジタルオーディオ 
機器間でデジタル信号のままコピーできるのは1世 
代だけと規定したものです。本機は、この決まりに準拠 
して設計されていますので、一度デジタル録音された 


CD から USB 機器へデジタル録音することはできま 
せん （「CAN NOT COPY 」 と表示されます)。 

1 世代レ^ V 2 世代 



CD をまるごと1枚録音する 

録音したい CD の再生を停止中に 


CD-USB 録音 


1曲だけ録音する 

録音したい曲を再生中に 

CD-USB 録音 

〇 


プログラムした曲順で録音する 
プログラム再生を停止中に 

CD>USB 録音 

〇 


削除する 

USB 機器に録音されている曲を削除することがで 
きます。 

• 削除した曲やグループは、元に戻すことはできま 
せん。よく確認してから削除してください。 

(特に全曲を削除する場合、 USB 機器に入っている 
MP 3/ WMA フアイ>1レ以外のデータもすベて削除 
されますので、ご注意ください。） 





基本操作 


STANDBY ランプ 


リモコン受光部 




自動的に選局を始め、放送を受信するととまり 
ます。 

• 選局をとめたいときは、もう一度押します。 

手順2でボタンをくり返し押すと、 0.1 MHz ず 
つ変わります。 

FM ステレオ放送を受信すると、 f 

S ( Stereo ) 表示が点灯します。 ® 


2言己憶させたい番号を選ぶ。 

3 

記憶した放送局を削除する 

7削除する放送局を呼び出す 

(下記の「放送局を呼び出す」をご覧ください。） 


FM モードを切り替える 

FM ステレオ放送が聞き取りにくいときに 

FM モード 

〇 


MONO 


STEREO 


音声がモノラルになり、聞きやすくなりますが、ステ 
レオ効果はなくなります。 


〇 
3 ( 5 E ) 

放送局を呼び出す 


、、▲▲▲▲丨/ノ 

^ ■■■■■• '* mm, r ■二 




1 

iJ 


/ 

1 

^3 


L 


外部機器 



ステレオミニプラグコード 
CN- 203 A (別売り）など 


i A (別売り）など 


再生する 

7 AUDIO IN 

Ttuner ) 



TUNER FM AUDIO IN 

2 外部機器を再生する 


音声入カレベルを設定する 

AUDIO IN 端子に接続した外部機器の音声が小さすぎる場合、 
音声入カレベルを適切に設定することで、他のソース(音源）と 
音量を合わせることができます。 




HIGH NORMAL 

• スピーカーからの音声にのみ効果があります。 



iPod 


へッドホンを使うときのご注意： 

へッドホンをつける前や、へッドホンのプラグを抜き差しする前には、必ず音量を最小にしてください。 

• へッドホンを接続すると HP 表示が点灯し、スピーカーから音が出なくなります。 

極端に音量を上げた状態で電源を切らないでください。 

次に電源を入れたときに、突然大きな音が出て、スピーカーやへッドホンが破損したり、 
聴覚障害の原因となることがあります。 


iPod 



接続の前に 


ドックアダプター 
(iPod に付属または 
別売り） 


'iPod を接続するときは、ドックアダプター (iPod に 
付属または別売り)を使用してください。 

'iPod 用ドックからドックアダプターを取りはずす 
ときは、指の爪や先の細いものをス□ット部にかけ 
てドックアダプターを引き上げてください。 

その際には、爪を傷つけたり、ドック 
の端子を破損しないように気をつけ 
てください。 

'iPod を接続するときは、必ず本機の音量を最小にし 
てください。音量は再生してから調節してください。 
' 本機の電源を入れたまま、 iPod を抜き差ししないで 
ください。 

'iPod を接続したまま本機を移動させないでくださ 
し UPod が落下して、破損するおそれがあります。 

' 本機のコネクターの端子部分に直接触ったり、物を 
当てたりしないでください。破損の原因となります。 
' 本機の電源が入っている間、 iPod は充電されます。 

' 本機から iPod に録音することはできません。 

接続したテレビで iPod の映像を見る前に 

iPod の映像出力を正しく設定してください。詳し 
くは、 iPod の取扱説明書をご覧ください。 


再生する 


►/II 

TiPod ) 


* 表示窓に表示される情報は iPod の種類により 
異なります。 

再生、または一時停止する 

[ iPoc >/ H ] を押す 

曲を選ぶ 

[►►1]または [!◄◄] を押す 
早送りする 

[►►1]を押しつづける 
早戻しする 

[«◄] を押しつづける 
ランダム再生する 

[ランダム]をくり返し押す 
リビート再生する 

[リピート]をくり返し押す 
iPod をスリープさせる 
[ iPoc >/ H ] を押しつづける 


メニューの操作 

メニューを表示する/前のメニューに戻る 

メニュー/キヤン乜ル 

〇 

項目やメニューを選ぶ 


ご注意： 

• iPhone または iPod touch の接続中に次の操作を行 
なうときは、 iPhone や iPod touch で操作します。 

-ホームボタンを押す 

-ホーム画面でアプリケーションアイコンを選ぶ 
-スライダーをドラッグする 

• iPod のイコライザーを使用していると、録音レベル 
が高い音を再生したときに音がひずむことがありま 
すので、使用しないことをおすすめします。 iPod の操 
作については、 iPod の取扱説明書をご覧ください。 















































































































































































































































































